
アクティブ・ラーニングを活用した指導と評価研究

分析事例Ⅳ

安田学園安田女子中学高等学校 「ＳＳ科学言語」にお
ける批判的思考力（ＣＴ）の向上の取り組み
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Ⅰ‐１ 研究方法と研究体制

【研究方法】

安田学園安田女子中学高等学校「ＳＳ科学言語」の授業における批判的思

考力（クリティカル・シンキング）の育成・向上を目指した教育活動の，ねらい，

活動内容，教材の工夫などについて聞き取りを行い，指導と評価のポイントを，

ディスカッションを通じて明らかにする。

【参加者】

・安田女子中学高等学校
教諭/理科主任・ＳＳH委員会副委員長 岸田宜治先生
教諭/国語科 教誓悠人先生

・東京工業大学名誉教授 赤堀侃司先生
・玉川学園 ＳＳH実行委員，学びの技担当（代表） 後藤芳文先生
・ベネッセ教育総合研究所カリキュラム研究開発室 研究員
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Ⅰ‐２ 安田学園安田女子中学高等学校 「ＳＳ科学言語」の取り組み

安田学園安田女子中学高等学校は，「社会に貢献できる品格ある女性の育
成」を目標に掲げて教育活動を行う中高一貫教育校である。高校は，2012
年度からＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受け，その
一環として，同校の教育研究部を中心に，クリティカル・シンキング（以
下，ＣＴ）の育成に力を入れている。
今回は，ＳＳＨ対象クラスで実施している学校設定科目「ＳＳ科学言語」

を取り上げた。「ＳＳ科学言語」では，以下を仮説として，実践を行って
いる。

①科学，哲学にまつわるテキストや問題領域に触れることで，科学に適切に向
き合う態度と知性，他者に適切に応答する能力が育つ。

②適切なモデルの獲得と反復練習により，ＣＴに根差した思考読解表現力が育
つ。

「ＳＳ科学言語」では，ＣＴを育む授業をどのように実践しているのか。
その指導方法の分析・研究を行った。
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Ⅱ‐１ ねらい

目標は，批判的思考力及び表現力の向上。下表は，これから求められる資質・能力をまとめたベネッ
セ定義※のフレームで，「ＳＳ科学言語」で育てたい能力を整理したもの。
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※ベネッセ教育総合研究所 「アクティブ・ラーニングを活用した指導と評価研究 ＜目標＞これから求められる資質・能力と学びとは」
（http://berd.beneＳＳe.jp/special/active-learning/goal.php）

記号の意味（◎：主として育成したい力，○：副次的に育成される力）

大項目 中項目 概要 育てたい能力 内容

知識 知識 知識・技能 各教科に固有の知識やスキル

問題発見・課題認識 何かに気づいたり，何が課題かを捉えたりする

推論
問題解決のために，情報を収集・分析・解釈・
評価し，論理的に考える

解決策・主張
解決策を立て，説得力を持って述べる。新たな
価値を創造する

発想の転換 視点を変えたり，柔軟性を持って考えたりする

関係形成力 人と新たな関係を構築し，良好な関係をつくる

コミュニケーション方略 意見や気持ちを伝え合い，理解しようとする

チームワーク，役割認識・遂行力
力を合わせて協働的に取り組む。自己の立場
や役割を認識して行動する

学習観 学ぶことの意味や価値を認識する

学び方
（計画・振り返り・メタ認知）

学び方を習得したり，計画，振り返り，調整した
りしながら自分の学びをデザインする

自律的活動力
（安心感，自己肯定感，好奇心）

心身を安定・維持させながら活動する

自他理解
自分を知り，他者を理解して尊重する
自分と他者の関係性を認識する

文化理解・社会倫理
（社会への関心）

グローバル社会において，地球市民として多
様な社会や文化に関心を持ち，貢献しようとす
る

○ 科学に適切に向き合う態度

ビジョン形成 自分なりの生き方，よりよい社会を考える

資質・能力（ベネッセ定義） 安田学園安田女子中学高等学校「SS科学言語」

創造的・
批判的
思考力

コラボ
レーショ
ン力

（意識・態
度部分）

科学読解力・表現力

※CT項目の習得
・分析的思考
・論理的思考
・多角的思考

◎

能力要素

メ
タ
認
知

スキル

（ベースと
なる意識・
態度を含
む）

学ぶ力
（意識・態
度部分）

態度・
価値観

態度・
価値観

○ 他者に適切に応答する能力

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。
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Ⅱ‐２ 育成を目指す能力
教育研究部を中心に，「ＣＴ評価規準」３６項目を設定。ＳＳHに関係する教員ばかりでなく，全教員間にＣＴ育成の共
通理解を図る。ＳＳ科学言語では，「ＣＴ評価規準」をさらに細分化した１３１項目を設定。細分化することで，教材内容
にかかわらず，特定の種類の「問い」で反復訓練することにより，ＣＴ能力を強化することを可能とした。「ＣＴ評価基
準」やそれを細分化した項目は，年度ごとに柔軟に見直している。
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○批判的思考力（ＣＴ）評価規準 ○ＳＳ科学言語が設定するＣＴ１３１項目

＊拡大版は次ページご参照ください。
（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。
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1 1 1

2 1 2

1 3
2 4
3 5
1 2 1
2 1
3 2
1 3
2 4
3 5

6 1

1
2 1

8 1 2

9 1 3

1 1
2 2

3 7
適切に類推して結論を導くことが
できる（類推）。

1

1 8
適切な仮説を設定・再構築するこ
とができる（仮説設定）

1

2
3 問題提起文を抽出する
4 10 1
5 1
1 2
2 3
3 4
4 5
5 6
6 7
7 8
8 9
9 10
10 11
11 12

12 1
13 2
14 3
15 4
16 5
17 6
18 7
19 1
20 2
21 3
22 1 多様な知識・情報・視点を得る
23 2
24 3
25 4
26
27

28 5 1

29 1 受信の 1
30 2
31 2
32 3
1 4
2 5
3 1

1 2

2 3
3 4
4 1

2
3
4
5
1

2

3
4

推論の土台を検討できる5

事実と意見（価値）を区別する

併せ読みする

比較検討し、共通点と相違点を明確化できる2
比較する

1

4
仮定されているもの、暗黙の前提を明確化・
同定できる

情報源（根拠）の信頼性を評価判断する

反論する

3
多様な知識や情報、視点を組み合わせて解決を
探ることができる

意思決定できる6

物語を書く

ディベートする

プレゼンテーションする

1
逆から考える
（真逆を想定し思考実験する）

思考の過程・結論を論理的に表現で
きる

小論文を書く
報告する

問いを立てる

効果的に問いを発するができる5

4

提案する
パラグラフライティングする

インタビューする

意見文を書く

修正する
感想を書く

2 思考の

3 発信の

思考実験する

3 規則・定義・条件等を理解し、適切に適用できる。

多様な視点から考えることができる

言語表現において抽象化する・具体化する

事実意見調査観察などの内容自体を評価判断する

分析し、総合する

仮説を立てる

分かりやすく説明する（～才の人でもわかるように）

論証の構造を読む

視点をずらす（視点を変える）

価値評価語を抽出する

語りの次元を読む

書き手の思想・書き手を規定している言説を明らかにする
問題領域を見つける

客観と主観を識別する

指示語を読む

機能を読む（表現機能・表現効果・人物・意図的・非意図的）

対比関係を読む

定義を応用する

パラグラフ構造化する

説得する

複数の価値を、比較判断すること
ができる（価値判断）

6

国語科・SS科学言語　学習活動リスト

評価する

類似点・共通点を読み解く（作り出す）

多様な知識や情報、視点を組み合わせて解決を探る

対象の背景や枠組みそのものについて吟味する

結果を見直す

添削する

相違点を読み解く

例示する

接続詞を使う・埋める

根拠・理由を述べる
概念語を知る・使いこなす

複数の価値を、比較判断する

語彙や言い方を調整する

具体と抽象を読む
曖昧な部分がないか検証する

類推して結論を導く

適切な仮説を設定・再構築する

メリットデメリットを分析する

字数調整する

原因と結果の構造を読む（論理チェーンを作る）

過程を見直す

段落間関係を読む

解を導くために必要な情報を収集する

好奇心を持って積極的に活動し、考え、更に調べる

意味のある多様な問いを発する

問題解決に向けて粘り強く時間をかけて熟考する

目的のため、柔軟に対処・変容する

常に客観的であることを目指している

他者の考えを安易に鵜呑みにしないで熟慮する

他者の考えや相反する意見を必要に応じ受け容れる

対象の本質をとらえようという意識を持つ

啓蒙する

要約する（指定字数言語表現・再話・一文・タイトル付け…）

根拠を読む（想定する・作り出す）

テクストの空所を読む

批判する

象徴を読む

解釈する

同意語・句・文を検索する

接続関係を読む

暗黙の前提を明確化する

バイアスを読む
・確証バイアス　・過度の一般化　・無根拠　・アンカリング
・ステレオタイプな偏見　・不明瞭　・論理矛盾　・主観

問題点を明確にする
目標を明確にする

問題解決や目標達成のために適切な計画を立てられる

集めた情報を整理構成する

非連続テクストを読む

E
メ
タ
認
知

過程・結果の妥当性を自己評価・検
証・修正できる

背景を意識
して

CT評価規準

好奇心を持って積極的に活動し、考え、更に
調べることができる

対象の背景や枠組みそのものについて吟味するこ
とができる

適切な根拠を添え主張することができる。

具体と抽象の次元を結びつけることができる

9
複数の資料の、情報の関係を見極めたり、作り出
すことができる

対象の本質をとらえようという意識を持つこと
ができる

困難な状況にあえて挑戦しようとすることが
できる。

A
態
度

意味のある多様な問いを発することができる

他者の考えを安易に鵜呑みにしないで熟慮
できる

4
対象について複数の解決法を考え、最も適切なも
のを選択することができる

3

情報（主題、仮説、構造、内容、概念、
情報の性質、意味等）を
明確化（定義・要約・翻訳・置き換え）
できる

1
表現の目的に合わせて適切に言語調整表現でき
る。

B
分
析
的
思
考

D
多
角
的
思
考

1

構造図化する

定義する

3
問題解決に向けて粘り強く時間をかけて熟
考できる

判断を留保する
反省的に思考する

目的のため、柔軟に対処・変容する事ができ
る。

4

5 常に客観的であることを目指している

偏りなく考える

自己制御する
コンテクストに応じて批判的思考を抑制する

証拠・事実を重視する

テクストの批判している対象・思想を読む

テクストの肯定・擁護している対象・思想を読む

筆者の主張を読む

喩えを読む

心情を読む・心情を言語化する

視点を読む（書き手・登場人物・読者・語り手・作者・同時代言説・自分自身）

構成（書き手が構成しようとした構成）を読む

問題解決や目標達成のために適切な計画を
立てられる

問題解決に必要な情報を抽出することができ
る

2

カテゴリー化する

4

困難な状況にあえて挑戦しようとする

複数の、異なる角度の情報を収集する

人物像を読む

要素分解する

６W1Hを読む

文法的な構造に還元して読む（SVOC）
言い換える・和文和訳する・翻訳する

意味を読む（文意・語意など）

複数の資料の情報の関係を見極めたり、作り出す

1
理論や公式から適切に結論を導く
（規則・定義・条件を適用する）
・行為論モデル　・弁証法　・心理学　・社会学

1

7
他者の考えや相反する意見を必要に応じ受
け容れる寛容さを持つ

思いやりの原理を適用する

11

悪魔の代理人アプローチを行う

背景から読む

CT評価規準 国語科・SS科学言語　学習活動リスト

譲歩反論する

C
論
理
的
思
考

推論の結果を適切に検証することができる

命題間の矛盾を検証する

帰納による結論の信頼性を検証する

定義の適切性を判断する

結論の必然性を検証する
命題が特定されているか検証する
命題に原則が適用されているか検証する
観察結果の信頼性を検証する

問題の明示性を検証する
仮定（価値観・事実）が何か判断する

証拠の信頼性を検証する

他の原因はないか検証する

理論を知る・使いこなす

個々の例や現象から、適切に規則性や原理を見つけ出
す

外挿する

推
論
す
る

理論や公式から適切に結論を導く
ことができる（演繹）

個々の例や現象から、適切に規則
性や原理を見つけ出すことができ

る（帰納）
5

分かっていることから分かっていない事を導く

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



Ⅲ-１ １年間の教材（ＳＳ科学言語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

7

教材ごとに「科学的に読み考える（論理的読解）」「科学を考える（科学の相対
化）」と目標を設定。

○「ＳＳ科学言語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の年間の教材例

平成２７年度ＳＳＨ研究開発実施報告書より

オ：独自教材
教：教科書

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



Ⅲ-２ 年間計画を立てる上で重視する点

■「科学的に読み考える（論理的読解）」という目標に対して

・批判的思考力育成の１つのアプローチである，「問い」に，育成を目指すＣＴ項目名を明
示して，この「問い」は何の力の向上につながるのか，生徒が意識しながら学ぶ方法を中
心とする。

・何か１つの大きな能力を身につけることを目指すのではなく，１３１項目をベースに，細か
く多様なＣＴ能力を使ってそれらを育成することを意識し，授業を設計する。

・必要に応じ，明示的に教えられなくても気づきによって育成する従来の授業方法，また，
両方を混合した形を用いる。

■「科学を考える（科学の相対化）」という目標に対して

・「推論の土台の検討
※ 

」を育成することを目指す。暗黙の前提を考え，バイアスを読み解く
姿勢を育成するために，テキスト間に共通するポイントを読む活動を取り入れる。

・科学論に限らない様々なテキストを使用し，様々な内容から共通するポイントを読めるよう
に工夫する。

8

※第81回 21世紀型能力の育成と評価～批判的思考～【前編】 ベネッセ教育総合研究所 「ベネッセのオピニオン」をご参照ください。
（http://berd.beneＳＳe.jp/aＳＳeＳＳment/opinion/index2.php?id=4718

【例】 ○ 推論する（演繹／帰納）・根拠を述べる。

問：進化の過程で、大きくなることと、小さくなることは、どちらが有利なのだろうか。根拠を挙げ、推論し
てみよう。

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。

http://berd.benesse.jp/assessment/opinion/index2.php?id=4718http://berd.benesse.jp/assessment/opinion/index2.php?id=4718


Ⅲ-３ １教材を１単元とした場合の基本的な授業展開

9

教材とワークシートを活用。ＣＴの育成を意識しつつ，個人での活動（共通点について自分
の考えを持つ）⇒グループで様々な意見を出し合う（拡散）⇒グループで共通する答えに絞
る（収束）活動を取り入れながら，授業を設計する。

○構造図などを
書く

教材の読解/個人
ワークが中心

○共通する点な
どを検討

独自ワークシート
や対話を活用

○思考を深める

小論文作成や発
表/個人ワークが

中心

１教材の基本活動（４単位時間程度）

構造図例

ワークシート例

教員か
らの

評価／
フィード
バック

小論文記入シート例

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



Ⅲ-４ 授業展開と指導，評価
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■構造図を書く
・構造図は，テキストの読解として，授業中に生徒が個々に読解を進めながら書く。教員は，一
人ひとりと対話をしながら，事前に想定したＣＴ評価規準に基づき，不足や誤読などを指摘し
て，完成の支援をする。

・構造図を書くことを読解の中心とするが，教材によっては，要約や意見文の作成などの方法
を使う。

■共通する点などの検討
・思考を深める問いで構成された独自ワークシートを活用する。
・オープンエンドの問いに取り組む際に，対話を取り入れ，思考の拡散をはかる。

■小論文（レポート）の作成（発表）
・深い学びとその言語化を目的に活動。「個人の考えを持つ⇒拡散⇒個人での収束」の流れを
取り入れながら，小論文作成に向けた材料集め⇒レポート作成（発表）の手順で，学習活動を
行う。

■評価/フィードバック
・机間巡視などで，生徒のつまずきが共通していると確認できた場合は，板書などを行いながら
その場で全員に説明し，理解の促進を図る。

・小論文は，得点をつけるだけでなく，「因果が読めているか」などの視点で，CT項目を意識し
た文言を用いながら，良い点・悪い点についてコメントを書く。

・科目の総合評価では，CT項目を意識した設問を定期テストに加え，ＣＴに根差した思考読解
表現力や，科学に適切に向き合う態度などを評価する。

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



Ⅲ-５ 教科書活用/独自教材/独自ワークシート

■教材

○教科書を積極的に活用

・国語も含めた他教科に，CT育成につながる指導方法を転化させることを意識し，ベースとして国語
総合の教科書を利用。

・教科書は，CT育成の視点で活用できる素材文が多いという利点から，積極的に利用する。

○独自教材（独自素材文）を活用

・CT能力の育成につながりそうな素材文を，教育利用可能な書籍などから随時探索。目についた素
材文は授業で実践して検証。CTの能力伸長に効果があったと思われる問題を，CT項目とともにス
トックする。

■独自ワークシート

・「共通するポイントを読む」や「反論する」「定義する」「逆から考える」など，どのＣＴ項目を育成する
活動なのかを「問い」の近くに明示する。

・「問い」に関して，自分の考えを持つ（共通点について自分の考えを持つ）⇒拡散（グループで様々
な意見を出し合う）⇒グループでの収束（グループで共通する答えに絞る）⇒思考実験（創造的思
考と組み合わせる）⇒個人での活動（共通構造を読み，推論する）というCT能力を伸ばすことを意
識した構成する。

・「反論おじさん」など親しみやすいキャラクターを用いて，その論に再反論させる。「６歳児に分かるよ
うに○○字でまとめよう」など，生徒にとって分かりやすく，意欲的に取り組める工夫をする。
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Ⅳ-１ 振り返りによるPDCAサイクルの実践：教員自身①
• 独自ワークシートの「問い」に併記している項目の出題頻度を集計し，「ＳＳ科学言語学習活動リスト」

を作成。ＣＴ項目に関していつ，何を，どのくらい学習したかを随時把握。偏りが大きい場合は，年
度途中でも授業計画を変更する。

• 様々な視点から，「ＳＳ科学言語」がＣＴ能力を高める学習活動になっているかを確認。随時，改善
点やＣＴ能力を伸ばすポイントを確認する。

12

■ＳＳ科学言語評価テスト■ＳＳ科学言語学習活動リスト

例）活動履歴のまとめ，振り返りのために，授業で取り上げた
CT項目を並べた表
平成２７年度ＳＳＨ研究開発実施報告書より

⇒①定期考査や「授業内CT評価問題」を実施。②１月に「ＳＳ科学言語Ⅰ～Ⅲ」共通の独自の「ＳＳ科学言
語評価テスト」や，学校での「CT評価テスト」「批判的思考力テスト」「自己評価（主体的評価）アンケート」
を実施。③国公立推薦やＡＯ入試など，理系大学学部への進学状況を確認。④生徒の声や状況を把握。

例）「ＳＳ科学言語評価テスト」から抜粋

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



Ⅳ-２ 振り返りによるPDCAサイクルの実践：教員自身②
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■自己評価（主体的評価）アンケートを利用

■CT評価テスト

例）「批判的思考力テスト」の公開問題
※ベネッセ教育総合研究所アセスメント研究開発室が開発。

■批判的思考力テスト ※

例）「自己評価（主体的評価）アンケート」から抜粋

例）「ＣＴ評価テスト」から抜粋

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。



14

Ⅴ 「批判的思考力テスト」 結果

ＣＴ能力の３つのスキル
※

のうちの１つである「推論」について，ＳＳＨを選択している生徒群では，一般
生徒群に比べて平均スコアの伸びが大きい。高1，高2とも，高1一般＜高1ＳＳ，高2一般＜高2ＳＳとい
う結果で，「ＳＳ科学言語」も含むＳＳＨの指導が，スコアの上昇に寄与している可能性が示唆された。

■批判的思考力スキル「推論」 共分散分析結果 ※同じ生徒群の2年度分のテスト結果を用いた

高１ＳＳ 差得点=-0.57730 (正答数（2015）-平均)＋0.95369

高１一般 差得点=-0.57730 (正答数（2015）-平均)＋0.50027

高２ＳＳ 差得点=-0.57730 (正答数（2015）-平均)＋1.43080

高２一般 差得点=-0.57730 (正答数（2015）-平均)＋0.71247

学年コース 平均的な伸び

高１ＳＳ 0.95問
高１一般 0.50問
高２ＳＳ 1.43問
高２一般 0.71問

平均的な伸びの差

高１ＳＳ－高１一般 0.45問

高２ＳＳ－高２一般 0.72問

高2ＳＳ

高1ＳＳ

高2一般

高1一般

※第81回 21世紀型能力の育成と評価 ～批判的思考～【前編】 ベネッセ教育総合研究所 「ベネッセのオピニオン」をご参照ください。
（http://berd.beneＳＳe.jp/aＳＳeＳＳment/opinion/index2.php?id=4718)

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。
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Ⅵ まとめ

【計画】
・学校全体で伸ばしたい力を設定。さらに，教育研究部を中心にCT能力育成に関する指
導項目を明確に設定し，全教員の目線合わせをし，学校として取り組む。

・学校として設定した指導項目をベースに，さらに科目独自で詳細に項目を設定。１つ１
つの項目の育成を通して，CT能力全体を伸ばす計画を立案。

【教材】
・教科書を積極的に活用しつつ，必要に応じ独自教材も用いる。
・独自ワークシートの各「問い」の近くに，その「問い」が何の力を伸ばすものか明記し，生
徒が意識して学習できるようにする。

【授業】
・CT能力が伸びる基本的な活動を，「構造図を書く（教材の読解）⇒共通するポイントの
検討（独自ワークシートや対話を活用）⇒生徒が個々に小論文を作成（発表）」と設定し，
教材の内容などに影響されずに，CT能力が伸びる授業を行えるようにする。

・生徒の様子によっては，柔軟に授業方法を変更する。
【生徒評価】
・CT項目を意識した設問を定期テストに加え，ＣＴに根差した思考読解表現力や，科学
に適切に向き合う態度などを総合評価する。

【授業評価】
・アンケートばかりでなく，様々な客観的な指標から，生徒の状況を評価する。

（Ｃ）Benesse Educational Research and Development Institute 無断転載を禁じます。


